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令和５ 年度事業計画 
 

 

Ⅰ 基本要領 
 

 １ ． 役 員 

    理 事   １ ２ 人（ 理事長、 副理事長、 常務理事含む）  

    監 事    ２ 人 
 

 ２ ． 評議員    １ ４ 人     

 

 

Ⅱ 基本方針 
 

【 法人運営】  

 当財団は、 地域住民の自発性に基づく 生涯にわたる学習要求等に応えるため、 生涯

学習の機会や情報の提供、 住民の交流活動の支援や促進等に必要な事業を 行い、 生涯

学習の推進及び協働のまち づく り を 推進する こ と を 使命と し て平成２ 年３ 月に設立

さ れ、 平成２ ４ 年には「 公益財団法人」 の認定を 受けまし た。  

その目的達成のため、第５ 次亀岡市総合計画並びに第３ 次亀岡市生涯学習推進基本

計画を 基本に、 行政と 連携し て利潤追求が目的ではなく 市民に対し て、 充実し た学習

機会を 効果的に提供するこ と を 目的と し て、学習及び文化活動に関する振興と 普及の

取り 組みを中心に「 生涯学習社会の実現」 を目指し ます。  

 

【 生涯学習・ 文化振興事業】  

財団では、 市民の多様なニーズに対応し た学習機会や情報を 提供するこ と により 、

「 学びのき っ かけづく り 」 を 行う と と も に、 継続的な活動の場や学習成果の発表機会

などを 通し て、 市民の学習活動の支援と 生涯学習の普及啓発に努めます。  

各事業の実施にあたっ ては、 年齢や性別、 障がいの有無等に関わら ず、 いつでも 、

どこ でも 、 だれでも 学べる学習環境を 整え、 幅広い学習機会を 提供し ます。  

また、 亀岡国際交流協会や市民活動団体、 文化団体等と 連携し 、 その知的・ 人的資

源やネッ ト ワーク を 活用し た事業を展開し ます。  

 

令和元年１ ２ 月に中国で発生し た新型コ ロナウイ ルス感染症は、瞬く 間に世界中に

拡大し 、 いまだ終息するこ と なく ３ 年が経過し ています。 その間、 当財団に関わる皆

様から 事業等の再開を 望む声も あり 、感染予防対策を 徹底し ながら 生涯学習活動と の

両立に努めてき たと こ ろ です。 そし て、 こ の長期にわたるコ ロナ禍も 今後は様々な措
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置が緩和さ れる予定であり ますが、 そう し たなかでも 市民が安心し 、 安全に事業に参

加でき るよう 創意工夫を図り ながら 、市民のニーズや期待に応える生涯学習事業を展

開し たいと 考えています。  

激動の時代を豊かに生き 、 より 多様で複雑化する課題と 向き 合いながら 、 一人ひと

り が学びを通じ てその能力を維持向上し 続けるこ と ができ るよう 、誰も が生涯にわた

り 必要な学習を行い、その成果を個人の生活や地域での活動等に生かすこ と ができ る

よう 、 総合的な支援を 行っ ていき ます。   

市の生涯学習施策の中核を担う 公益法人と し て、 民間と 行政を つなぎ、 また生涯学

習施設「 ガレリ アかめおか」 の施設管理者と 連携を 図り ながら 、 効果的な生涯学習を

推進すると と も に、 まちを愛し 誇り に思う 気持ちを 育み、 生き る喜びと 明るく 豊かな

まちに住む喜びの持てる亀岡を 目指し ます。  

 

 

Ⅲ 事業概要 
 

主催事業については、 生涯学習都市亀岡の三大シンボル講座（ コ レ ージュ ・ ド ・ カ

メ オカ 、 丹波学ト ーク 、 亀岡生涯学習市民大学） を 中心に、 各種講演会や文化芸術振

興事業等の一層の充実を 図り 、 大学等と も 連携し ながら 、 その知的資源を 活用し た事

業に取り 組みます。  

また、 文化資料館を はじ め市内外の団体、 市民等と 築いてき たネッ ト ワーク をさ ら

に発展さ せ、 幅広い分野・ 内容での生涯学習事業を 通じ て亀岡の魅力を発掘・ 発信す

るこ と で、 住む喜びを 感じ 、 誇り を持てるまちづく り につなげます。  

市民の生涯学習活動の支援については、 生涯学習事業助成制度、 人材バンク 制度を

活用するほか、 令和５ 年度から は「 かめおか市民活動推進センタ ー」 の管理運営を当

財団が担い、 登録団体の育成、 支援、 事業促進を行います。 また、 後援等によっ て各

種団体等の取り 組みをバッ ク アッ プすると と も に、ガレ リ アかめおかの管理者と も 有

機的に連携し 、 人材・ 資金・ 会場・ 広報等、 幅広い側面から 支援を 行います。  

国際交流事業については、 市民一人ひと り が、 国や地域を 超えた交流やつながり を

広げ、 国籍や言葉、 文化、 習慣の違いを 認め、 相互に学び合いながら 、 誰も が安心し

て生活でき るまちづく り の実現を 目指し ます。そのため亀岡市と 亀岡国際交流協会が

協働し て外国人等と の交流、 相互理解のき っ かけと なる 機会を 提供し 、 異文化理解、

多文化共生を 推進し ます。  

こ れら の取り 組みを広く 周知し 、 市民の生涯学習への関心を 高めるため、 Ｓ Ｎ Ｓ や

イ ンタ ーネッ ト 、 ポスタ ー、 チラ シをはじ めと する様々な広報媒体の他、 連携団体の

ネッ ト ワーク 等を 活用し 、 市民への効果的な情報発信に努めます。  
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Ⅳ 実施事業計画 

 

 

１ ． 生涯学習機会提供事業 

（ １ ） 講演会事業 

①コ レージュ ・ ド ・ カ メ オカ  

 生涯学習都市亀岡のシンボル講座と し て、 国内外で活躍する著名な講師を 招いて

講演会を 実施し ます。  

 

②～ダイ ナミ ッ ク かめおか～丹波学ト ーク  

 講師と 参加者が一体と なっ て、 様々な角度から 郷土の歴史や文化等を学び、 文化

資料館や大学等と 連携を図り 、 広い視野から 私たちの住む亀岡を 知るこ と ができ る

グローバルな丹波学講座を 展開し ます。  

 

③亀岡生涯学習市民大学 

 市民による 運営委員会を 中心に企画から 運営までを 行う 「 市民の、 市民による、

市民のための市民大学」 と し て、 その経験・ 知識を 結集し 、 市民ニーズを 的確に反

映でき る体制を 整え実施し ます。 また、 様々なジャ ンルの講義を 提供するなど、 市

民が共に学べる生涯学習の場と なるよう 、 一層の充実を 図り ます。  

 

④各種講演会・ セミ ナー 

 亀岡にゆかり のある講師によるセミ ナーの実施や、 亀岡の歴史・ 文化に根ざし た

魅力的な内容、 次世代が興味・ 関心の持てるフ ォ ーラ ム、 ト ーク イ ベント 等を、 京

都先端科学大学をはじ め、 さ まざまな団体と 連携し て実施し ます。  

 

（ ２ ） 文化芸術事業 

①亀岡市民文化祭・ 亀岡市美術展 

 市内の文化芸術活動者等で構成する「 実施運営委員会」 を中心に、 亀岡市美術展

及び亀岡市民文化祭を企画・ 運営し 、 日頃の生涯学習活動の発表の機会提供、 また

文化交流の輪を 広げる事業と し ます。 プロから アマチュ アまで、 さ まざまな作品や

発表を鑑賞するこ と により 、 豊かな人間性の形成と 、 亀岡市の文化芸術の振興と 向

上を 図り ます。  

 

②文化芸術振興事業 

 市民の活発な学習活動を 自己啓発にと どめず、 より 一層の生涯学習の推進や相互

交流が図れるよう 、 学習成果の発表の場と し て市民コ ンサート などを 行います。  
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また、 音楽や日本文化体験などを通じ て、 国籍の異なる様々な人々が互いを 認め

合い、 共に生き ていく こ と のでき る、 多文化共生社会の実現に向けた新たな取り 組

みを 実施し ます。  

 

 ③オカ リ ナプロジェ ク ト  

 人や自然にやさ し いまちづく り を進める一環と し て、 素朴な響き を 持つオカ リ ナ

音楽を通し て、 市民オカ リ ナ演奏団の拡大を 図り ます。 講座で学んだ人が、 初心者

や子ども たちに演奏の指導を行う など、 循環型生涯学習のモデル事業と 位置付けま

す。  

 

（ ３ ） 国際交流事業 

  人種や国籍を 問わず、 互いの文化を 理解し 、 誰も が安心し て豊かな生活を 送れる

まちづく り を目指し 、 亀岡国際交流協会の事務局と し て取り 組みを進めます。  

日本語教室などの在住外国人支援事業や、 外国人ゲスト を交えた異文化理解講座、

世界のいろ いろ な国の現状や課題等について学ぶワールド フ ェ スタ など、 多文化共

生のための事業を行います。  

また、 令和２ 年１ １ 月にガレリ アかめおかに開設し た「 かめおか多文化共生セン

タ ー」 の運営を 亀岡市や亀岡国際交流協会と 連携し て実施し ます。  

 

 

２ ． 自発的生涯学習活動の積極的援助・ 促進 

（ １ ） 生涯学習関連事業の相談 

 市民の自発的な生涯学習事業の企画・ 実施にあたっ て、「 生涯学習事業助成制度」

や「 ガレ リ アかめおか人材バンク 」 等を 紹介し ます。 また、 ガレ リ アかめおかの管

理者と 連携し 、 施設の効果的な活用方法や事業運営のアド バイ ス等を 行い、 市民の

自発的な生涯学習活動を サポート し ます。  

 

（ ２ ） 生涯学習に関わる講師紹介、 派遣 

亀岡市美術展や亀岡市民文化祭等に参加し ている文化活動者、 かめおか市民活動

推進センタ ーに登録し ている市民活動団体、 ガレリ アかめおかで講座を開講し てい

る講師等、 財団のネッ ト ワーク を 活用し 、 生涯学習事業の実施に必要な講師等の情

報を 提供し ます。  

 

（ ３ ） 生涯学習活動への助成 

「 生涯学習事業助成要項」 に基づき 、 市民の自発的・ 積極的な生涯学習活動に支

援を 行います。 また、 京都府や亀岡市等によ る 支援情報等も あわせて提供し ます。 
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（ ４ ） 各種事業への後援 

 市民・ 企業・ 団体などが実施する各種事業で、 生涯学習の促進に効果的なも のに

ついて積極的に後援し 、 自発的な生涯学習活動を 支援し ます。  

 

（ ５ ） かめおか市民活動推進センタ ーの管理運営・ 事業促進 

令和５ 年度から 、 自発的な市民活動の中間支援機関であるかめおか市民活動推進

センタ ーの管理運営を 当財団が担い、 その機能と 役割が十分発揮さ れるよう 登録団

体と 連携し 、 事業の促進、 支援を 行います。  

 

 

３ ． 生涯学習に関する情報サービスと 広報 

財団の理解促進と 生涯学習事業に関する啓発・ 推進を 図るため、 財団発行の学び

の情報紙やあら ゆる広報媒体を活用し 、 情報を 提供すると と も に、 各種団体・ 施設

等の協力を 得て、チラ シやポスタ ーの掲出などによる効果的な広報活動を展開し ま

す。  

また、 ガレ リ アかめおかのホームページを通じ て、 事業の趣旨や内容を 広く 市民

に発信し 、市民の積極的な参加促進等につなげると と も に、様々なＳ Ｎ Ｓ を活用し 、

即時性が高い情報を提供し ます。  
 

 

４ ． 生涯学習推進のための調査・ 研究活動 

 各種関係機関と の情報交換を 積極的に行い、 グローバルな視点で、 亀岡の魅力的

なまちづく り と 生涯学習が推進でき るよう 調査・ 研究を 行います。  



( 単位: 円)

公益１ 法人会計
Ⅰ　 一般正味財産増減の部
　 １ ． 経常増減の部
　 ( １ ) 　 経常収益
　 　 　 ①基本財産運用益 10, 000 10, 000 0 10, 000
 　 　  ②特定資産運用益 23, 000 23, 000 0 23, 000
　 　 　 ③事業収益 2, 597, 000 835, 000 1, 762, 000 2, 597, 000 0
　 　 　 　 　 　 入場料収益 0 0 0 0
　 　 　 　 　 　 受講料収益 540, 000 835, 000 △ 295, 000 540, 000
　 　 　 　 　 　 施設利用料収益 0 0 0
　 　 　 　 　 　 事業委託料収入 2, 057, 000 0 2, 057, 000 2, 057, 000
　 　 　 　 　 　 指定管理料収益 0 0 0
　 　 　 ④受取補助金等 64, 572, 000 63, 560, 000 1, 012, 000 43, 922, 000 20, 650, 000
　 　 　 　 　 　 受取地方公共団体補助金 64, 572, 000 63, 560, 000 1, 012, 000 43, 922, 000 20, 650, 000
　 　 　 　 　 　 受取民間助成金 0 0 0 0
　 　 　 ⑤受取寄付金 10, 000 10, 000 0 10, 000
　 　 　 　 　 　 受取寄付金 10, 000 10, 000 0 10, 000
　 　 　 ⑥雑収益 5, 000 5, 000 0 5, 000
　 　 　 　 　 　 雑収益 5, 000 5, 000 0 5, 000 0
　 　 　 経常収益計 67, 217, 000 64, 443, 000 2, 774, 000 46, 524, 000 20, 693, 000
　 ( ２ ) 　 経常費用
　 　 　 ①事業費 46, 739, 000 44, 245, 000 2, 494, 000 46, 739, 000 0
　 　 　 　 　 　 給料手当 24, 531, 000 24, 364, 000 167, 000 24, 531, 000
　 　 　 　 　 　 臨時雇賃金 1, 425, 000 0 1, 425, 000 1, 425, 000
　 　 　 　 　 　 退職給付費用 3, 563, 000 3, 429, 000 134, 000 3, 563, 000
　 　 　 　 　 　 福利厚生費 4, 186, 000 3, 738, 000 448, 000 4, 186, 000
　 　 　 　 　 　 会議費 83, 000 77, 000 6, 000 83, 000
　 　 　 　 　 　 旅費交通費 250, 000 198, 000 52, 000 250, 000
　 　 　 　 　 　 通信運搬費 231, 000 183, 000 48, 000 231, 000
　 　 　 　 　 　 研修費 55, 000 0 55, 000 55, 000
　 　 　 　 　 　 減価償却費 0 0 0 0
　 　 　 　 　 　 消耗什器備品費 0 0 0 0
　 　 　 　 　 　 消耗品費 428, 000 335, 000 93, 000 428, 000
　 　 　 　 　 　 修繕費 0 0 0 0
　 　 　 　 　 　 印刷製本費 1, 135, 000 1, 168, 000 △ 33, 000 1, 135, 000
　 　 　 　 　 　 燃料費 30, 000 20, 000 10, 000 30, 000
　 　 　 　 　 　 光熱水料費 0 0 0 0
　 　 　 　 　 　 賃借料 215, 000 219, 000 △ 4, 000 215, 000
　 　 　 　 　 　 手数料 10, 000 20, 000 △ 10, 000 10, 000
　 　 　 　 　 　 広告宣伝費 150, 000 150, 000 0 150, 000
　 　 　 　 　 　 保険料 12, 000 15, 000 △ 3, 000 12, 000
　 　 　 　 　 　 諸謝金 3, 679, 000 3, 671, 000 8, 000 3, 679, 000
　 　 　 　 　 　 租税公課 4, 000 4, 000 0 4, 000
　 　 　 　 　 　 支払負担金 0 0 0 0
　 　 　 　 　 　 支払助成金 1, 500, 000 1, 500, 000 0 1, 500, 000
　 　 　 　 　 　 委託費 5, 207, 000 5, 089, 000 118, 000 5, 207, 000
　 　 　 　 　 　 原材料費 0 20, 000 △ 20, 000 0
　 　 　 　 　 　 雑費 45, 000 45, 000 0 45, 000

令和５ 年度収支予算書（ 正味財産増減予算書）  

( 自) 令和5年 4月 1日( 至) 令和6年 3月31日

勘定科目
令和５ 年度
予算額( A)

令和４ 年度
予算額( B)

増減( A) -( B)
内　 訳　 表

-
 
6
 
-



公益１ 法人会計
勘定科目

令和５ 年度
予算額( A)

令和４ 年度
予算額( B)

増減( A) -( B)
内　 訳　 表

　 　 　 ②管理費 20, 923, 000 20, 428, 000 495, 000 0 20, 923, 000
　 　 　 　 　 　 役員報酬 810, 000 810, 000 0 810, 000
　 　 　 　 　 　 給料手当 9, 369, 000 9, 375, 000 △ 6, 000 9, 369, 000
　 　 　 　 　 　 退職給付費用 4, 502, 000 4, 267, 000 235, 000 4, 502, 000
　 　 　 　 　 　 福利厚生費 1, 782, 000 1, 582, 000 200, 000 1, 782, 000
　 　 　 　 　 　 報償費 70, 000 20, 000 50, 000 70, 000
　 　 　 　 　 　 交際費 250, 000 250, 000 0 250, 000
　 　 　 　 　 　 会議費 15, 000 21, 000 △ 6, 000 15, 000
　 　 　 　 　 　 旅費交通費 25, 000 52, 000 △ 27, 000 25, 000
　 　 　 　 　 　 通信運搬費 372, 000 432, 000 △ 60, 000 372, 000
　 　 　 　 　 　 研修費 165, 000 5, 000 160, 000 165, 000
　 　 　 　 　 　 減価償却費 0 0 0 0
　 　 　 　 　 　 消耗什器備品費 445, 000 360, 000 85, 000 445, 000
　 　 　 　 　 　 消耗品費 353, 000 553, 000 △ 200, 000 353, 000
　 　 　 　 　 　 修繕費 35, 000 65, 000 △ 30, 000 35, 000
　 　 　 　 　 　 印刷製本費 35, 000 40, 000 △ 5, 000 35, 000
　 　 　 　 　 　 燃料費 30, 000 50, 000 △ 20, 000 30, 000
　 　 　 　 　 　 光熱水費 240, 000 228, 000 12, 000 240, 000
　 　 　 　 　 　 賃借料 1, 286, 000 1, 296, 000 △ 10, 000 1, 286, 000
　 　 　 　 　 　 保険料 62, 000 84, 000 △ 22, 000 62, 000
　 　 　 　 　 　 諸謝金 133, 000 133, 000 0 133, 000
　 　 　 　 　 　 租税公課 248, 000 105, 000 143, 000 248, 000
　 　 　 　 　 　 支払負担金 232, 000 236, 000 △ 4, 000 232, 000
　 　 　 　 　 　 委託費 404, 000 404, 000 0 404, 000
　 　 　 　 　 　 雑費 60, 000 60, 000 0 60, 000
　 　 　 経常費用計 67, 662, 000 64, 673, 000 2, 989, 000 46, 739, 000 20, 923, 000
　 　 　 　 当期経常増減額 △ 445, 000 △ 230, 000 △ 215, 000 △ 215, 000 △ 230, 000
　 ２ ． 経常外増減の部
　 ( １ ) 　 経常外収益 0 0 0 0 0
　 　 　 　 経常外収益計 0 0 0 0 0
　 ( ２ ) 　 経常外費用 0 0 0 0 0
　 　 　 　 経常外費用計 0 0 0 0 0
　 　 　 　 　 当期経常外増減額 0 0 0 0 0
　 　 　 　 　 他会計振替額 0 0 0 0 0
　 　 　 　 　 当期一般正味財産増減額 △ 445, 000 △ 230, 000 △ 215, 000 △ 215, 000 △ 230, 000
　 　 　 　 　 一般正味財産期首残高 38, 500, 000 38, 500, 000 0
　 　 　 　 　 一般正味財産期末残高 38, 055, 000 38, 270, 000 △ 215, 000
Ⅱ　 指定正味財産増減の部
　 　 　 一般正味財産への振替額 0 0 0
　 　 　 当期指定正味財産増減額 0 0 0
　 　 　 指定正味財産期首残高 50, 000, 000 50, 000, 000 0
　 　 　 指定正味財産期末残高 50, 000, 000 50, 000, 000 0
Ⅲ　 正味財産期末残高 88, 055, 000 88, 270, 000 △ 215, 000
　 　 　 　 　 　 　 ※公益１ 　 生涯学習の振興に資するための講演会、 講習会、 文化事業、 国際化の推進、 活動支援、 情報発信等の生涯学習推進普及啓発事業
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